
(57)【要約】

【課題】２本の発熱素線と１本の感熱線からなる温度調

節用コントローラを備えた電気暖房器具と、１本の発熱

素線と１本の感熱線からなる温度調節用コントローラを

備えた電気暖房器具との部品共用を図ることができるよ

うに、前者の電気暖房器具を改善すること。

【解決手段】第１の発熱素線と第２の発熱素線および感

熱線からなる発熱線を本体に配線し、本体プラグには発

熱素線用ピン一対と感熱線用ピン一対の計４本を設け、

外側２芯の断面積が大きく、内側２芯の断面積が小さい

４芯コードを用い、この４芯コードの一端に４極コネク

ターを設け、他方端には温度調節用コントローラを接続

し、温度調節用コントローラには差込プラグを有する電

源コードを接続し、前記４極コネクターを本体プラグに

着脱自在に構成した。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 線 で な る 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 お よ び 感 熱 線 を ほ ぼ 同 心 円 つ る 巻 き 状 に 巻
き 付 け 、 感 熱 線 は 同 心 円 の 最 外 側 ま た は 最 内 側 に 巻 き つ け 、 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱
素 線 間 は 樹 脂 材 料 で な る 発 熱 線 間 絶 縁 材 料 で 電 気 的 に 絶 縁 し 、 第 １ の 発 熱 素 線 ま た は 第 ２
の 発 熱 素 線 と 感 熱 線 間 は 、 一 定 温 度 以 上 に な る と 溶 融 す る 樹 脂 材 料 製 の 感 熱 層 で 電 気 的 に
絶 縁 し て 構 成 し た 発 熱 線 を 本 体 に 配 線 し 、
本 体 の 一 端 に 本 体 プ ラ グ を 設 け 、 本 体 プ ラ グ に は 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 と 感 熱 線 用 ピ ン 一 対
の 計 ４ 本 を 設 け 、 本 体 プ ラ グ 内 で は 前 記 一 対 の 発 熱 素 線 用 ピ ン が 外 側 に 、 前 記 一 対 の 感 熱
線 用 ピ ン が 内 側 に く る よ う に 配 置 し 、 そ の う ち 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 ２ 本 と 、 感 熱 線 用 ピ ン
一 対 の 内 の １ 本 の 計 ３ 本 を 、 ３ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成 し 、 発 熱 線 の 一 端 の 第 １ の 発
熱 素 線 お よ び 第 ２ の 発 熱 素 線 を 前 記 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 ２ 本 と そ れ ぞ れ 接 続 し 、 発 熱 線 の
一 端 の 感 熱 線 は ３ 本 モ ー ル ド を 構 成 す る 感 熱 線 用 ピ ン に 接 続 し 、
発 熱 線 の 他 方 の 端 末 は 、 発 熱 素 線 接 続 部 で 第 １ の 発 熱 線 と 第 ２ の 発 熱 線 を 互 い に 電 気 的 に
接 続 し 、 感 熱 線 は 、 一 対 の 感 熱 線 用 ピ ン の 内 の 残 り の ピ ン と 接 続 し 、 前 記 発 熱 素 線 接 続 部
と 感 熱 線 用 ピ ン を １ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成 し 、 ３ 本 モ ー ル ド と １ 本 モ ー ル ド を 本 体
プ ラ グ 内 に 組 み 込 み 、
外 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 大 き く 、 内 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 小 さ い ４ 芯 コ ー ド を 用 い 、 こ の ４ 芯 コ ー
ド の 一 端 に ４ 極 コ ネ ク タ ー を 設 け 、 他 方 端 に は 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 接 続 し 、 温 度 調
節 用 コ ン ト ロ ー ラ に は 差 込 プ ラ グ を 有 す る 電 源 コ ー ド を 接 続 し 、 前 記 ４ 極 コ ネ ク タ ー を 本
体 プ ラ グ に 着 脱 自 在 に 構 成 し た 、
電 気 暖 房 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ３ 本 モ ー ル ド の 溝 に １ 本 モ ー ル ド を は め あ わ せ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ の 電 気
暖 房 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 に は 互 い に 逆 向 き の 電 流 が 流 れ る よ う に 構 成 さ れ て
い る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 電 気 暖 房 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 発 熱 線 間 絶 縁 材 料 は 、 融 点 の 高 い ナ イ ロ ン 又 は ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト か ら な り
、 前 記 感 熱 層 は 、 融 点 の 低 い ナ イ ロ ン か ら な る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 電 気 暖 房 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 気 毛 布 等 の 電 源 コ ー ド の 中 間 部 に 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 設 け た タ イ プ の
電 気 暖 房 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 電 気 毛 布 等 で は 、 毛 布 に 埋 設 す る 発 熱 線 と し て 、 １ 本 の 発 熱 素 線 （ ヒ ー タ ー 線 ） と
、 温 度 制 御 の 為 の １ 本 の 感 熱 線 （ セ ン サ ー 線 ） と か ら 成 る 発 熱 線 （ 第 一 従 来 例 ） が 主 流 で
あ っ た 。
と こ ろ が 、 最 近 、 発 熱 素 線 に よ り 発 生 す る 磁 界 の 人 体 へ の 悪 影 響 が 問 題 と な り 、 こ れ を 解
決 す る 一 つ の 手 段 と し て 、 ２ 本 の 発 熱 線 を 併 置 し 、 こ れ に 逆 向 き の 電 流 を 流 す こ と で 、 磁
力 の 相 殺 を 図 る 方 法 が 採 ら れ る よ う に な り 、 こ こ に 発 熱 素 線 ２ 本 と 、 感 熱 線 １ 本 か ら な る
発 熱 線 （ 第 二 の 従 来 例 ） が 普 及 し は じ め 、 こ れ が 主 体 と 成 っ て 来 て お り 、 現 在 で は 、 市 場
に お い て 両 者 が 併 存 し 、 同 時 使 用 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ う し た ２ つ の タ イ プ の 電 気 毛 布 等 の 製 造 は 、 極 め て 類 似 し た 構 成 を 備 え た 電 気 毛 布 で あ
る だ け に 、 出 来 る だ け 部 品 の 共 用 が 出 来 れ ば 好 ま し い の で あ る が 、 こ れ ま で は 、 そ う し た
観 点 か ら 改 善 が 図 ら れ た こ と が な か っ た 。
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そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 に 入 る ま え に 、 先 ず 、 上 述 し た 第 一 の 従 来 例 と 第 二 の 従 来 例 の 理 解
を 得 る こ と が で き る よ う に 、 以 下 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま ず 、 第 一 の 従 来 例 に つ い て 説 明 す る と 、 第 一 の 従 来 例 と 本 発 明 の 全 体 構 造 は 同 一 の た め
、 図 １ を 用 い 電 気 毛 布 を 事 例 に 第 一 の 従 来 例 を 説 明 す る と 、 （ １ ） は 布 地 で 構 成 す る 本 体
、 （ ２ ） は 本 体 （ １ ） に ジ グ ザ グ 状 に 配 線 さ れ た 発 熱 線 、 （ ３ ） は 本 体 （ １ ） の 一 端 に 設
け ら れ た 本 体 プ ラ グ で 、 発 熱 線 （ ２ ） と ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） の 端 に 接 続 し た ４ 極 コ ネ ク タ ー
（ ４ ） と 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。 （ ６ ） は 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ で ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） を
介 し て 本 体 （ １ ） の 発 熱 線 （ ２ ） と 接 続 さ れ 、 差 込 プ ラ グ （ ８ ） を 付 け た 電 源 コ ー ド （ ７
） を 介 し て 電 源 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 図 １ ７ を 用 い て 第 一 の 従 来 例 の 発 熱 線 （ ２ ） を 説 明 す る と 、 （ ９ ） は ポ リ エ ス テ ル 等
の 材 料 で 成 る 芯 糸 、 （ １ ０ ） は 芯 糸 の 上 に つ る ま き 状 に 巻 か れ た 発 熱 素 線 、 （ １ １ ） は 発
熱 素 線 の 上 に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た ナ イ ロ ン 等 の 一 定 温 度 以 上 に な る と 溶 融 す る 樹 脂 材 料 製
の 感 熱 層 、 （ １ ２ ） は 感 熱 線 絶 縁 材 料 （ １ １ ） の 上 に 巻 き 付 け た 感 熱 線 、 （ １ ３ ） は 塩 化
ビ ニ ル 等 の 材 料 で 構 成 さ れ る 外 皮 で あ る 。 次 に 図 １ ６ を 用 い て 発 熱 線 （ ２ ） の 端 末 部 の 構
造 を 説 明 す る と 、 発 熱 素 線 ピ ン （ １ ４ ） と 発 熱 線 （ ２ ） の 発 熱 素 線 （ １ ０ ） （ 図 １ ７ ） を
接 続 し 、 感 熱 線 ピ ン （ １ ５ ） と 発 熱 線 （ ２ ） の 感 熱 線 （ １ ２ ） を 接 続 し 、 モ ー ル ド 材 （ １
６ ） を 用 い て 発 熱 素 線 ピ ン （ １ ４ ） と 感 熱 線 ピ ン （ １ ５ ） お よ び 発 熱 線 （ ２ ） の 端 末 部 を
一 体 に 成 形 し ２ 極 モ ー ル ド （ １ ７ ） に 仕 上 げ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 図 １ ５ を 用 い て 、 本 体 プ ラ グ （ ３ ） の 構 造 、 ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） の 構 造 、 及 び ４ 芯
コ ー ド （ ５ ） の 構 造 を 説 明 す る と 、 （ １ ８ ） は 本 体 プ ラ グ ケ ー ス で 、 本 体 プ ラ グ ケ ー ス （
１ ８ ） 内 に 一 対 の ２ 極 モ ー ル ド （ １ ７ ） （ １ ７ ） を 、 発 熱 素 線 ピ ン （ １ ４ ） が 外 側 に 、 感
熱 線 ピ ン （ １ ５ ） 内 側 に く る よ う に 配 置 し て 、 本 体 プ ラ グ ケ ー ス （ １ ８ ） 内 に 収 め て 本 体
プ ラ グ （ ３ ） を 構 成 す る 。 ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） の 構 造 は 、 コ ネ ク タ ー ケ ー ス （ １ ９ ） 内
に ４ 個 の ピ ン 受 け （ ２ ０ ） を 収 納 し 、 そ れ ぞ れ の ピ ン 受 け （ ２ ０ ） に 、 ４ 芯 コ ー ド （ ５ ）
の 各 線 芯 を 接 続 し て い る 。 （ ２ １ ） は コ ー ド プ ロ テ ク タ ー を 示 す 。 ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） の 芯
線 の 断 面 積 は 、 両 端 に 大 き い 断 面 積 の 大 き い 断 面 積 芯 線 （ ２ ２ ） （ ２ ２ ） を 設 け 、 内 側 に
小 さ い 断 面 積 の 小 さ い 断 面 積 芯 線 （ ２ ３ ） （ ２ ３ ） を も っ た 平 型 コ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 一 の 従 来 例 は 構 造 に 示 す ご と く 発 熱 線 （ ２ ） は 発 熱 素 線 （ １ ０ ） １ 本 と 感 熱 線 （ １ ２ ）
１ 本 を 有 し 、 端 末 は 片 側 に 発 熱 素 線 ピ ン （ １ ４ ） と 感 熱 線 ピ ン （ １ ５ ） を 有 し 、 本 体 プ ラ
グ （ ３ ） 内 で 一 対 の ２ 極 モ ー ル ド （ １ ７ ） （ １ ７ ） を 発 熱 素 線 ピ ン （ １ ４ ） が 外 側 に 、 感
熱 線 ピ ン （ １ ５ ） が 内 側 に く る よ う に 配 置 し 、 ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） の 芯 線 の 断 面 積 は 、 両 端
に 大 き い 断 面 積 芯 線 （ ２ ２ ） （ ２ ２ ） 内 側 に 小 さ い 断 面 積 芯 線 （ ２ ３ ） （ ２ ３ ） を 有 す る
構 造 と し 、 小 さ い 断 面 積 芯 線 （ ２ ３ ） と 感 熱 線 ピ ン （ １ ５ ） 、 大 き い 断 面 積 芯 線 （ ２ ３ ）
に 発 熱 素 線 ピ ン （ １ ４ ） を ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続 し て な る 構 造 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 第 二 の 従 来 例 に つ い て 以 下 説 明 す る と 、 全 体 構 造 は 第 一 の 従 来 例 と 同 一 で あ り 、 図 １
に 示 す も の と お な じ で あ る 。 発 熱 線 （ ２ ） の 構 造 は 第 二 の 従 来 例 も 本 発 明 と 同 一 の た め 、
図 ６ を 用 い て 以 下 説 明 す る と 、 （ ２ ４ ） は ポ リ エ ス テ ル 等 の 繊 維 材 料 で 成 る 芯 糸 、 （ ２ ５
） は 芯 糸 （ ２ ４ ） の 上 に つ る 巻 き 状 に 巻 か れ た 第 １ の 発 熱 素 線 、 （ ２ ６ ） は 第 １ の 発 熱 素
線 （ ２ ５ ） の 上 に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た 樹 脂 材 料 で な る 発 熱 線 間 絶 縁 材 料 、 （ ２ ７ ） は 発 熱
線 間 絶 縁 材 料 （ ２ ６ ） の 上 に つ る ま き 状 に 巻 か れ た 第 ２ の 発 熱 素 線 、 （ ２ ８ ） は 第 ２ の 発
熱 素 線 （ ２ ７ ） の 上 に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た ナ イ ロ ン 等 の 一 定 温 度 以 上 に な る と 溶 融 す る 樹
脂 材 料 製 の 感 熱 層 、 （ ２ ９ ） は ニ ッ ケ ル 等 の 正 の 温 度 抵 抗 係 数 を 有 す る 金 属 線 で な る 感 熱
線 、 （ ３ ０ ） は 塩 化 ビ ニ ル 等 の 材 料 で な る 外 皮 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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次 に 図 １ ９ を 用 い て 発 熱 線 （ ２ ） の 端 末 部 の 構 造 を 説 明 す る と 、 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ）
は 発 熱 素 線 ピ ン （ ３ １ ） と 接 続 し 、 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） は 発 熱 素 線 ピ ン （ ３ ２ ） と 接
続 し 、 感 熱 線 （ ２ ９ ） は 感 熱 線 ピ ン （ ３ ３ ） と 接 続 し 、 端 末 部 全 体 を 成 型 し て ３ 本 モ ー ル
ド （ ３ ４ ） を 構 成 す る 。
次 に 図 １ ８ を 用 い て 本 体 プ ラ グ （ ３ ） の 構 造 、 ６ 極 コ ネ ク タ ー （ ３ ５ ） の 構 造 、 ６ 芯 コ ー
ド （ ３ ６ ） の 構 造 を 説 明 す る と 、 本 体 プ ラ グ （ ３ ） は 、 発 熱 線 （ ２ ） の 端 末 の ３ 極 プ ラ グ
（ ３ ４ ） を 発 熱 素 線 ピ ン （ ３ １ ） が 外 側 に 、 感 熱 線 ピ ン （ ３ ３ ） が 内 側 に く る よ う に し て
な ら べ 、 本 体 プ ラ グ ケ ー ス （ ３ ７ ） で 全 体 を 覆 っ て 構 成 さ れ る 。 ６ 極 コ ネ ク タ ー （ ３ ５ ）
の 構 造 は 、 コ ネ ク タ ー ケ ー ス （ ３ ８ ） 内 に ６ 個 の ピ ン 受 け （ ２ ０ ） を 収 納 し 、 そ れ ぞ れ の
ピ ン 受 け （ ２ ０ ） に 、 ６ 芯 コ ー ド （ ３ ６ ） の 各 線 芯 を 接 続 し て い る 。 （ ３ ９ ） は コ ー ド プ
ロ テ ク タ ー を 示 す 。 ６ 芯 コ ー ド （ ３ ６ ） の 芯 線 の 断 面 積 は 、 両 端 各 々 ２ 芯 に 大 き い 断 面 積
の 大 き い 断 面 積 芯 線 （ ４ ０ ） （ ４ ０ ） （ ４ ０ ） （ ４ ０ ） を 設 け 、 内 側 に 小 さ い 断 面 積 の 小
さ い 断 面 積 芯 線 （ ４ １ ） （ ４ １ ） を も っ た 平 型 コ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 二 の 従 来 例 は 構 造 に 示 す ご と く 、 発 熱 線 （ ２ ） は 、 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） と 第 ２ 発 熱
素 線 （ ２ ７ ） と 感 熱 線 （ ２ ９ ） の ３ 本 を 有 し 、 端 末 は 片 側 に 発 熱 素 線 ピ ン （ ３ １ ） （ ３ ２
） 、 と 感 熱 線 ピ ン （ ３ ３ ） を 有 し 、 本 体 プ ラ グ （ ３ ） 内 で 一 対 の 極 モ ー ル ド （ ３ ４ ） （ ３
４ ） を 発 熱 素 線 ピ ン （ ３ １ ） が 外 側 に 、 感 熱 線 ピ ン （ ３ ３ ） が 内 側 に く る よ う に 配 置 し 、
６ 芯 コ ー ド （ ３ ６ ） の 芯 線 の 断 面 図 は 、 両 端 に 大 き い 断 面 積 芯 線 （ ４ ０ ） （ ４ ０ ） （ ４ ０
） （ ４ ０ ） 内 側 に 小 さ い 断 面 積 芯 線 （ ４ １ ） （ ４ １ ） を 有 す る 構 造 と し 、 小 さ い 断 面 積 芯
線 （ ４ １ ） と 感 熱 線 ピ ン （ ３ ３ ） 、 大 き い 断 面 積 芯 線 （ ４ ０ ） に 発 熱 素 線 ピ ン （ ３ １ ） （
３ ２ ） を ６ 極 コ ネ ク タ ー （ ３ ５ ） を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続 し て な る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
以 上 の よ う に 、 第 一 の 従 来 例 に 示 さ れ る 電 気 毛 布 は 、 発 熱 線 に 組 み 込 ま れ て い る 素 線 が 発
熱 素 線 と 感 熱 線 の ２ 本 あ る た め 、 本 体 プ ラ グ に 組 み 込 む 接 続 用 の ピ ン も ４ 本 に な る 。 ４ 本
の 接 続 用 ピ ン を 有 す る 本 体 プ ラ グ に 着 脱 自 在 に 接 続 す る ４ 極 コ ネ ク タ ー 、 ４ 芯 コ ー ド を 介
し て 温 度 制 御 用 コ ン ト ロ ー ラ と 接 続 し て い る 。 こ の 場 合 ４ 芯 コ ー ド の 外 側 ２ 芯 は 芯 線 の 断
面 積 が 大 き く 、 内 側 ２ 芯 は 芯 線 の 断 面 積 が 小 さ い 構 造 に な っ て い る 。 つ ま り 、 大 き な 電 流
が 流 れ る 発 熱 素 線 が 太 く な る が 、 そ の 強 度 あ る ４ 芯 を コ ー ド の 外 側 に 配 置 し て 、 細 い が 温
度 制 御 と い う 重 要 な 感 熱 線 を 保 護 し 、 且 つ 、 全 体 と し て 、 や や 中 凹 み 形 状 と し て 嵩 張 る こ
と が な い 形 状 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 第 二 の 従 来 例 に 示 さ れ る 電 気 毛 布 は 、 発 熱 線 に 組 み 込 ま れ て い る 素 線 が 第 １ の 発
熱 素 線 、 第 ２ の 発 熱 素 線 と 感 熱 線 の ３ 本 あ る た め 、 本 体 プ ラ グ に 組 み 込 む 接 続 用 の ピ ン も
６ 本 に な る 。 ６ 本 の 接 続 用 ピ ン を 有 す る 本 体 プ ラ グ に 着 脱 自 在 に 接 続 す る ６ 極 コ ネ ク タ ー
、 ６ 芯 コ ー ド を 介 し て 温 度 制 御 用 コ ン ト ロ ー ラ と 接 続 し て い る 。 こ の 場 合 ６ 芯 コ ー ド の 外
側 各 ２ 芯 は 芯 線 の 断 面 積 が 大 き く 、 内 側 ２ 芯 は 芯 線 の 断 面 積 が 小 さ い 構 造 に な っ て い る （
上 記 と 同 じ 理 由 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
従 っ て 、 第 一 の 従 来 例 、 第 二 の 従 来 例 と も 本 体 プ ラ グ と コ ネ ク タ ー で 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ
て い る が 、 本 体 プ ラ グ 、 コ ネ ク タ ー 、 コ ー ド が ４ 極 と ６ 極 の た め 、 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー
ラ は 同 じ で も 、 部 品 と し て 共 用 化 す る こ と は 出 来 な か っ た 。 こ の た め 、 発 熱 素 線 １ 本 と 感
熱 線 １ 本 を 組 み 込 ん だ 発 熱 線 使 用 の 本 体 用 温 度 調 節 コ ン ト ロ ー ラ と 、 発 熱 素 線 ２ 本 と 感 熱
線 １ 本 を 組 み 込 ん だ 発 熱 線 使 用 の 本 体 用 温 度 調 節 コ ン ト ロ ー ラ と ２ 種 類 の 温 度 調 節 用 コ ン
ト ロ ー ラ を 製 造 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ こ で 、 本 発 明 者 は 、 こ う し た ２ つ の タ イ プ の 電 気 暖 房 器 具 が 並 存 し て い る 現 状 に お い て
、 そ の 部 品 共 用 、 特 に 、 同 じ 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 用 い て い る と い う 現 状 に 鑑 み 、 主
流 が 移 行 し つ つ あ る ２ 本 の 発 熱 線 と １ 本 の 感 熱 線 の タ イ プ を ベ ー ス と し て 、 こ れ を 旧 来 の
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１ 本 の 発 熱 線 と １ 本 の 感 熱 線 の タ イ プ と 共 用 で き な い も の か と 考 え た が 、 こ こ で 問 題 と な
る の は 、 ６ 芯 コ ー ド ４ 芯 コ ー ド オ 、 即 ち 、 ６ 極 ピ ン と ４ 極 ピ ン と い う 異 な る コ ネ ク タ ー の
構 成 で あ る 。
つ ま り 、 コ ネ ク タ ー と し て 、 上 記 ２ つ の タ イ プ の 暖 房 器 具 の 極 数 が 合 致 し な け れ ば 、 両 者
の 部 品 共 用 は 不 可 能 で あ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 ２ 本 の 発 熱 素 線 と １ 本 の 感 熱 線 か ら な る 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 備 え た 電 気
暖 房 器 具 と 、 １ 本 の 発 熱 素 線 と １ 本 の 感 熱 線 か ら な る 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 備 え た 電
気 暖 房 器 具 と の 部 品 共 用 を 図 る こ と が で き る よ う に 、 前 者 の 電 気 暖 房 器 具 を 改 善 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に か か る 電 気 暖 房 器 具 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 金 属 線 で な る 第 １ の 発 熱 素
線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 お よ び 感 熱 線 を ほ ぼ 同 心 円 つ る 巻 き 状 に 巻 き 付 け 、 感 熱 線 は 同 心 円 の
最 外 側 ま た は 最 内 側 に 巻 き つ け 、 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 間 は 樹 脂 材 料 で な る 発
熱 線 間 絶 縁 材 料 で 電 気 的 に 絶 縁 し 、 第 １ の 発 熱 素 線 ま た は 第 ２ の 発 熱 素 線 と 感 熱 線 間 は 、
一 定 温 度 以 上 に な る と 溶 融 す る 樹 脂 材 料 製 の 感 熱 層 で 電 気 的 に 絶 縁 し て 構 成 し た 発 熱 線 を
本 体 に 配 線 し 、
本 体 の 一 端 に 本 体 プ ラ グ を 設 け 、 本 体 プ ラ グ に は 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 と 感 熱 線 用 ピ ン 一 対
の 計 ４ 本 を 設 け 、 本 体 プ ラ グ 内 で は 前 記 一 対 の 発 熱 素 線 用 ピ ン が 外 側 に 、 前 記 一 対 の 感 熱
線 用 ピ ン が 内 側 に く る よ う に 配 置 し 、 そ の う ち 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 ２ 本 と 、 感 熱 線 用 ピ ン
一 対 の 内 の １ 本 の 計 ３ 本 を 、 ３ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成 し 、 発 熱 線 の 一 端 の 第 １ の 発
熱 素 線 お よ び 第 ２ の 発 熱 素 線 を 前 記 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 ２ 本 と そ れ ぞ れ 接 続 し 、 発 熱 線 の
一 端 の 感 熱 線 は ３ 本 モ ー ル ド を 構 成 す る 感 熱 線 用 ピ ン に 接 続 し 、
発 熱 線 の 他 方 の 端 末 は 、 発 熱 素 線 接 続 部 で 第 １ の 発 熱 線 と 第 ２ の 発 熱 線 を 互 い に 電 気 的 に
接 続 し 、 感 熱 線 は 、 一 対 の 感 熱 線 用 ピ ン の 内 の 残 り の ピ ン と 接 続 し 、 前 記 発 熱 素 線 接 続 部
と 感 熱 線 用 ピ ン を １ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成 し 、 ３ 本 モ ー ル ド と １ 本 モ ー ル ド を 本 体
プ ラ グ 内 に 組 み 込 み 、
外 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 大 き く 、 内 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 小 さ い ４ 芯 コ ー ド を 用 い 、 こ の ４ 芯 コ ー
ド の 一 端 に ４ 極 コ ネ ク タ ー を 設 け 、 他 方 端 に は 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 接 続 し 、 温 度 調
節 用 コ ン ト ロ ー ラ に は 差 込 プ ラ グ を 有 す る 電 源 コ ー ド を 接 続 し 、 前 記 ４ 極 コ ネ ク タ ー を 本
体 プ ラ グ に 着 脱 自 在 に 構 成 し た 、
と い う 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に お い て 、 前 記 ３ 本 モ ー ル ド の 溝 に １ 本 モ ー ル ド を は め あ わ せ る の が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 に は 互 い に 逆 向 き の 電 流 が 流 れ る よ う に 構 成
さ れ て い る の が 好 ま し い 。
更 に 、 前 記 発 熱 線 間 絶 縁 材 料 は 、 融 点 の 高 い ナ イ ロ ン 又 は ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト か
ら な り 、 前 記 感 熱 層 は 、 融 点 の 低 い ナ イ ロ ン か ら な る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 態 様 】
こ の よ う な 本 発 明 は 、 金 属 線 で な る 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 お よ び 感 熱 線 を 有 す
る 発 熱 線 を 、 本 体 に 配 線 し 、 本 体 の 一 端 に 本 体 プ ラ グ を 設 け 、 本 体 プ ラ グ に は 発 熱 素 線 用
ピ ン 一 対 と 感 熱 線 用 ピ ン 一 対 の 計 ４ 本 を 設 け 、 本 体 プ ラ グ 内 で は 前 記 一 対 の 発 熱 素 線 用 ピ
ン が 外 側 に 、 前 記 一 対 の 感 熱 線 用 ピ ン が 内 側 に く る よ う に 配 置 し 、 そ の う ち 発 熱 素 線 用 ピ
ン 一 対 ２ 本 と 、 感 熱 線 用 ピ ン 一 対 の 内 の １ 本 の 計 ３ 本 を 、 ３ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成
し 、 発 熱 線 の 一 端 の 第 １ の 発 熱 素 線 お よ び 第 ２ の 発 熱 素 線 を 前 記 発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 ２ 本
と そ れ ぞ れ 接 続 し 、 発 熱 線 の 一 端 の 感 熱 線 は ３ 本 モ ー ル ド を 構 成 す る 感 熱 線 用 ピ ン に 接 続
し 、 発 熱 線 の 他 方 の 端 末 は 、 発 熱 素 線 接 続 部 で 第 １ の 発 熱 線 と 第 ２ の 発 熱 線 を 互 い に 電 気
的 に 接 続 し 、 感 熱 線 は 、 一 対 の 感 熱 線 用 ピ ン の 内 の 残 り の ピ ン と 接 続 し 、 前 記 発 熱 素 線 接

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-228052 A 2004.8.12



続 部 と 感 熱 線 用 ピ ン を １ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成 し 、 ３ 本 モ ー ル ド と １ 本 モ ー ル ド を
本 体 プ ラ グ 内 に 組 み 込 み 、 外 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 大 き く 、 内 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 小 さ い ４ 芯 コ
ー ド を 用 い 、 こ の ４ 芯 コ ー ド の 一 端 に ４ 極 コ ネ ク タ ー を 設 け 、 他 方 端 に は 温 度 調 節 用 コ ン
ト ロ ー ラ を 接 続 し 、 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ に は 差 込 プ ラ グ を 有 す る 電 源 コ ー ド を 接 続 し
、 前 記 ４ 極 コ ネ ク タ ー を 本 体 プ ラ グ に 着 脱 自 在 に 構 成 し た 構 造 に な っ て い る こ と に よ り 、
４ 極 コ ネ ク タ ー 、 ４ 芯 コ ー ド を 含 む 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ 完 成 品 は 、 発 熱 素 線 １ 本 と 感
熱 線 １ 本 の 合 計 ２ 本 の 素 線 を 有 す る 発 熱 線 を 配 線 し た 本 体 と 共 用 し て 使 用 す る こ と が 可 能
と な り 、 製 造 す る と き の コ ス ト ダ ウ ン 、 使 用 す る と き の 利 便 性 の 向 上 に つ な が る 。
そ し て 、 具 体 的 な 構 成 、 作 用 、 効 果 に つ き 、 以 下 の 実 施 例 の 項 に お い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 に か か る 電 気 暖 房 器 具 の 好 適 実 施 例 に つ き 、 電 気 毛 布 を 事 例 に 説 明 す る と 、 図 １ に
示 す よ う に 、 （ １ ） は 布 地 で 構 成 す る 本 体 、 （ ２ ） は 本 体 （ １ ） に ジ グ ザ グ 状 に 配 線 さ れ
た 発 熱 線 、 （ ３ ） は 本 体 （ １ ） の 一 端 に 設 け ら れ た 本 体 プ ラ グ で 、 発 熱 線 （ ２ ） と ４ 芯 コ
ー ド （ ５ ） の 端 に 接 続 し た ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） と 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。 （ ６ ） は 温 度
調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ で ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） を 介 し て 本 体 （ １ ） の 発 熱 線 （ ２ ） と 接 続 さ れ 、
差 込 プ ラ グ （ ８ ） を 付 け た 電 源 コ ー ド （ ７ ） を 介 し て 電 源 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 図 ６ を 用 い て 発 熱 線 （ ２ ） の 構 造 を 説 明 す る と 、 （ ２ ４ ） は ポ リ エ ス テ ル 等 の 繊 維
材 料 で 成 る 芯 糸 、 （ ２ ５ ） は 芯 糸 （ ２ ４ ） の 上 に つ る 巻 き 状 に 巻 か れ た 第 １ の 発 熱 素 線 、
（ ２ ６ ） は 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） の 上 に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た 樹 脂 材 料 で な る 発 熱 線 間 絶
縁 材 料 、 （ ２ ７ ） は 発 熱 線 間 絶 縁 材 料 （ ２ ６ ） の 上 に つ る ま き 状 に 巻 か れ た 第 ２ の 発 熱 素
線 、 （ ２ ８ ） は 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） の 上 に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た ナ イ ロ ン 等 の 一 定 温 度
以 上 に な る と 溶 融 す る 樹 脂 材 料 製 の 感 熱 層 、 （ ２ ９ ） は ニ ッ ケ ル 等 の 正 の 温 度 抵 抗 係 数 を
有 す る 金 属 線 で な る 感 熱 線 、 （ ３ ０ ） は 塩 化 ビ ニ ル 等 の 材 料 で な る 外 皮 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 図 ８ 、 図 ９ Ａ 、 図 ９ Ｂ を 用 い て 発 熱 線 （ ２ ） の 端 末 部 の 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、
発 熱 線 （ ２ ） の 一 端 の 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） は 発 熱 素 線 ピ ン （ ４ ２ ） の 接 続 部 （ ４ ５ ）
に 接 続 し 、 発 熱 線 （ ２ ） の 一 端 の 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） は 発 熱 素 線 ピ ン （ ４ ３ ） の 接 続
部 （ ４ ６ ） に 接 続 し 、 発 熱 線 （ ２ ） の 一 端 の 感 熱 線 （ ２ ９ ） は 感 熱 線 ピ ン （ ４ ４ ） の 接 続
部 （ ４ ７ ） に 接 続 す る 。 発 熱 素 線 ピ ン （ ４ ２ ） （ ４ ３ ） と 感 熱 線 ピ ン （ ４ ４ ） お よ び 発 熱
線 の 端 末 は ３ 本 モ ー ル ド （ ４ ９ ） と し て 一 体 に 成 型 さ れ る 。 こ の と き 発 熱 素 線 ピ ン （ ４ ３
） と 感 熱 線 ピ ン （ ４ ４ ） 間 に は 溝 部 （ ４ ８ ） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 図 ８ 、 図 ９ Ａ 、 図 ９ Ｂ 、 図 １ ０ を 用 い て 発 熱 線 （ ２ ） の 他 方 の 端 の 構 造 に つ い て 説
明 す る と 、 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） の 端 と 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） の 端 は 金 具 で 構 成 さ れ
る 発 熱 素 線 接 続 部 （ ５ ０ ） を 用 い て カ シ メ な ど で 接 続 し 、 絶 縁 チ ュ ー ブ （ ５ １ ） を か ぶ せ
て 絶 縁 す る 。 （ ５ ２ ） は 感 熱 線 ピ ン で あ り 、 感 熱 線 （ ２ ９ ） と 接 続 部 （ ５ ３ ） で 接 続 さ れ
、 発 熱 素 線 接 続 部 （ ５ ０ ） と は 絶 縁 チ ュ ー ブ （ ５ １ ） で 絶 縁 さ れ て い る 。 感 熱 線 ピ ン （ ５
２ ） と 発 熱 素 線 接 続 部 （ ５ ０ ） は １ 本 モ ー ル ド （ ５ ４ ） と し て 一 体 に 成 型 さ れ る 。 こ の １
本 モ ー ル ド （ ５ ４ ） は 前 記 ３ 本 モ ー ル ド （ ４ ９ ） の 溝 部 （ ４ ８ ） に 丁 度 は ま り あ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ を 用 い て 本 体 プ ラ グ （ ３ ） や ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） の 構 造
を 説 明 す る と 、 （ ５ ５ ） は 本 体 プ ラ グ ケ ー ス で 、 内 部 に ３ 本 モ ー ル ド （ ４ ９ ） と １ 本 モ ー
ル ド （ ５ ４ ） を 両 外 側 に 発 熱 素 線 ピ ン （ ４ ２ ） （ ４ ３ ） が 内 側 に 感 熱 線 ピ ン （ ４ ４ ） （ ５
２ ） が く る よ う に 組 み 込 ま れ て い る 。 （ ５ ６ ） は ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） を 構 成 す る コ ネ ク
タ ー ケ ー ス で 内 部 に ４ 本 の ピ ン 受 け （ ５ ７ ） を 有 し 、 ピ ン 受 け （ ５ ７ ） は ４ 芯 コ ー ド （ ５
） の 各 線 芯 と 接 続 し て い る 。 （ ５ ８ ） は ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） に 付 け ら れ て い る コ ー ド プ
ロ テ ク タ ー で あ る 。 ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） の 構 造 を 説 明 す る と 、 両 端 に 大 き い 断 面 積 を 有 す る
大 き い 断 面 積 芯 線 （ ５ ９ ） （ ５ ９ ） を 設 け 、 内 側 に 小 さ い 断 面 積 を 有 す る 小 さ い 断 面 積 芯
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線 （ ６ ０ ） （ ６ ０ ） を 設 け 、 ４ 極 コ ネ ク タ ー （ ４ ） と 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ （ ６ ） を こ
の ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） で 接 続 す る 。 上 記 構 造 を 採 用 す る こ と に よ り 、 ４ 芯 コ ー ド （ ５ ） の 大
き い 断 面 積 芯 線 （ ５ ９ ） （ ５ ９ ） は 発 熱 素 線 ピ ン （ ４ ２ ） （ ４ ３ ） と 接 続 す る こ と と な り
、 小 さ い 断 面 積 芯 線 （ ６ ０ ） （ ６ ０ ） は 感 熱 線 ピ ン （ ４ ４ ） （ ５ ２ ） と 接 続 す る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 ７ を 用 い て 他 の 実 施 例 の 発 熱 線 （ ２ ） の 構 造 を 説 明 す る と 、 （ ６ １ ） は ポ リ エ ス
テ ル 等 の 繊 維 材 料 で 成 る 芯 糸 、 （ ６ ２ ） は 芯 糸 （ ６ １ ） の 上 に つ る 巻 き 状 に 巻 か れ た ニ ッ
ケ ル 等 の 正 の 温 度 抵 抗 係 数 を 有 す る 金 属 線 で な る 感 熱 線 、 （ ６ ３ ） は 感 熱 線 （ ６ ２ ） の 上
に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た ナ イ ロ ン 等 の 一 定 温 度 以 上 に な る と 溶 融 す る 樹 脂 材 料 製 の 感 熱 層 、
（ ６ ４ ） は 感 熱 層 （ ６ ３ ） の 上 に つ る ま き 状 に 巻 か れ た 第 １ の 発 熱 素 線 、 （ ６ ５ ） は 第 １
の 発 熱 素 線 （ ６ ４ ） の 上 に チ ュ ー ビ ン グ さ れ た 樹 脂 材 料 で な る 発 熱 線 間 絶 縁 材 料 、 （ ６ ６
） は 第 ２ の 発 熱 素 線 、 （ ６ ７ ） は 塩 化 ビ ニ ル 等 の 材 料 で な る 外 皮 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 図 １ １ 、 図 １ ２ Ａ 、 図 １ ２ Ｂ 、 図 １ ３ を 用 い て 他 の 実 施 例 の 説 明 を す る と 、 発 熱 線
（ ２ ） の 一 端 の 第 １ の 発 熱 素 線 （ ６ ４ ） は 発 熱 素 線 ピ ン （ ６ ８ ） の 接 続 部 （ ７ １ ） に 接 続
し 、 発 熱 線 （ ２ ） の 一 端 の 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ６ ６ ） は 発 熱 素 線 ピ ン （ ６ ９ ） の 接 続 部 （ ７
２ ） に 接 続 し 、 発 熱 線 （ ２ ） の 一 端 の 感 熱 線 （ ６ ２ ） は 感 熱 線 ピ ン （ ７ ０ ） の 接 続 部 （ ７
３ ） に 接 続 す る 。 発 熱 素 線 ピ ン （ ６ ８ ） （ ６ ９ ） と 感 熱 線 ピ ン （ ７ ０ ） お よ び 発 熱 線 の 端
末 は ３ 本 モ ー ル ド （ ７ ４ ） と し て 一 体 に 成 型 さ れ る 。 こ の と き 発 熱 素 線 ピ ン （ ６ ８ ） と 感
熱 線 ピ ン （ ７ ０ ） 間 に は 溝 部 （ ７ ５ ） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 図 １ １ 、 図 １ ２ Ａ 、 図 １ ２ Ｂ 、 図 １ ３ を 用 い て 発 熱 線 （ ２ ） の 他 方 の 端 の 構 造 に つ
い て 説 明 す る と 、 第 １ の 発 熱 素 線 （ ６ ４ ） の 端 と 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ６ ６ ） の 端 は 金 具 で 構
成 さ れ る 発 熱 素 線 接 続 部 （ ７ ６ ） を 用 い て カ シ メ な ど で 接 続 す る 。 （ ７ ７ ） は 感 熱 線 ピ ン
で あ り 、 感 熱 線 （ ６ ２ ） と 接 続 部 （ ７ ８ ） で 接 続 さ れ る 。 感 熱 線 ピ ン （ ７ ７ ） と 発 熱 素 線
接 続 部 （ ７ ６ ） は １ 本 モ ー ル ド （ ７ ９ ） と し て 一 体 に 成 型 さ れ る 。 こ の １ 本 モ ー ル ド （ ７
９ ） は 前 記 ３ 本 モ ー ル ド （ ７ ４ ） の 溝 部 （ ７ ５ ） に 丁 度 は ま り あ う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 １ ４ に 基 づ き 電 気 回 路 に 関 し て 説 明 す る と 、 （ ８ ０ ） は サ イ リ ス タ ー で 第 １ の 発
熱 素 線 （ ２ ５ ） と 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） と 直 列 に 接 続 す る 。 （ ８ １ ） は オ ペ ア ン プ で こ
の オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） の ＋ 側 は ダ イ オ ー ド （ ８ ２ ） 、 抵 抗 （ ８ ３ ） 、 抵 抗 （ ８ ４ ） 、 ダ イ
オ ー ド （ ８ ５ ） の 直 列 回 路 の 、 抵 抗 （ ８ ３ ） 、 抵 抗 （ ８ ４ ） の 中 点 に 接 続 さ れ る 。 オ ペ ア
ン プ （ ８ １ ） の 一 側 は 、 抵 抗 （ ８ ６ ） 、 感 熱 線 （ ２ ９ ） 、 ダ イ オ ー ド （ ８ ７ ） 、 抵 抗 （ ８
８ ） 、 抵 抗 （ ８ ９ ） 、 ダ イ オ ー ド （ ８ ５ ） の 直 列 回 路 の 、 抵 抗 （ ８ ８ ） と 抵 抗 （ ８ ９ ） の
中 点 に 接 続 さ れ る 。 オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） の 出 力 側 は ダ イ オ ー ド （ ９ ０ ） を 介 し て サ イ リ ス
タ ー （ ８ ０ ） の ゲ ー ト に 接 続 さ れ る 。 オ ペ ア ン プ の ＋ 側 に つ な が る 回 路 と 一 側 に つ な が る
回 路 は 並 列 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ９ １ ） は 、 電 源 回 路 に 入 れ ら れ た 温 度 ヒ ュ ー ズ で 、 （ ９ ２ ） は 前 記 温 度 ヒ ュ ー ズ （ ９ １
） を 加 熱 す る 抵 抗 で あ る 。 抵 抗 （ ９ ２ ） は 、 サ イ リ ス タ ー （ ８ ０ ） や 感 温 層 （ ２ ８ ） と 並
列 に 接 続 さ れ る 。 （ ８ ） は 差 込 プ ラ グ を 示 す 。 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） と 第 ２ の 発 熱 素 線
（ ２ ９ ） を 直 列 に 接 続 し 、 サ イ リ ス タ ー （ ８ ０ ） 、 温 度 ヒ ュ ー ズ （ ９ １ ） と 直 列 に 接 続 す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 本 制 御 回 路 の 動 作 に つ い て 以 下 説 明 す る と 、 差 込 プ ラ グ （ ８ ） を 交 流 電 源 に 接 続 す
る と 、 オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） の プ ラ ス 側 に は 抵 抗 （ ８ ３ ） と 抵 抗 （ ８ ４ ） で 分 圧 さ れ た 一 定
の 電 圧 が 加 わ る こ と に な る 。 一 方 オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） の マ イ ナ ス 側 に は 、 抵 抗 （ ８ ６ ） ・
感 熱 線 （ ２ ９ ） ・ 抵 抗 （ ８ ８ ） の 合 成 抵 抗 と 抵 抗 （ ８ ９ ） で 分 圧 さ れ た 電 圧 が 加 わ る 。 こ
の 場 合 、 抵 抗 （ ８ ６ ） ・ 感 熱 線 （ １ １ ） ・ 抵 抗 （ ８ ８ ） の 合 成 抵 抗 と 抵 抗 （ ８ ９ ） の そ れ
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ぞ れ の 抵 抗 値 を 、 オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） の プ ラ ス 側 の 電 圧 よ り マ イ ナ ス 側 の 電 圧 が 高 く な る
よ う に 設 定 し て い る 。 こ の た め に オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） か ら 信 号 が 交 流 の １ 周 波 毎 に サ イ リ
ス タ ー （ ８ ０ ） の ゲ ー ト に 出 さ れ 、 サ イ リ ス タ ー （ ８ １ ） が 導 通 し て 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２
５ ） お よ び 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） に 電 気 が 流 れ 発 熱 し 、 電 気 毛 布 本 体 （ １ ） が 暖 ま る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 電 気 毛 布 本 体 （ １ ） の 温 度 が 上 昇 す る と 、 感 熱 線 （ ２ ９ ） は ニ ッ ケ ル 線 等 の 正 の
抵 抗 温 度 係 数 を 有 す る 金 属 線 で 構 成 さ れ て い る た め に 、 抵 抗 値 が 上 昇 す る こ と に な る 。 こ
の こ と に よ り 、 抵 抗 （ ８ ６ ） ・ 感 熱 線 （ ２ ９ ） ・ 抵 抗 （ ８ ８ ） の 合 成 抵 抗 値 が 上 昇 し 、 こ
れ ら の 合 成 抵 抗 に 加 わ る 電 圧 が 上 昇 し 、 そ の 結 果 抵 抗 （ ８ ９ ） に 加 わ る 電 圧 が 下 が り 、 オ
ペ ア ン プ （ ８ １ ） に 加 わ っ て い る プ ラ ス 側 の 一 定 電 圧 よ り も 、 マ イ ナ ス 側 に 加 わ っ て い る
電 圧 の ほ う が 小 さ く な る 。 こ の こ と に よ り オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） か ら サ イ リ ス タ ー （ ８ ０ ）
の ゲ ー ト に 信 号 が 発 信 さ れ な く な り 、 サ イ リ ス タ ー （ ８ ０ ） が 導 通 し な く な る 。 こ の こ と
に よ り 、 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） に 通 電 さ れ ず 、 発 熱 が 止 ま る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 電 気 毛 布 本 体 （ １ ） の 温 度 が 下 が っ て く る と 、 感 熱 線 （ ２ ９ ） の 抵 抗 値 が 小 さ く
な っ て く る 。 抵 抗 値 が 小 さ く な る と 、 抵 抗 （ ８ ６ ） ・ 感 熱 線 （ ２ ９ ） ・ 抵 抗 （ ８ ８ ） の 合
成 抵 抗 に 加 わ る 電 圧 も 小 さ く な り 、 抵 抗 （ ８ ９ ） に 加 わ る 電 圧 が 大 き く な っ て 、 オ ペ ア ン
プ （ ８ １ ） の マ イ ナ ス 側 の 電 圧 が プ ラ ス 側 の 電 圧 よ り 高 く な り 、 オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） よ り
信 号 が サ イ リ ス タ ー （ ８ ０ ） の ゲ ー ト に 入 り 、 サ イ リ ス タ ー が 導 通 す る 。 こ の こ と に よ っ
て 、 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） と 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） に 通 電 し て 発 熱 し 、 電 気 毛 布 本 体
（ １ ） を 暖 め る 。 上 記 動 作 を 繰 り 返 し て 一 定 の 温 度 に 維 持 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 最 終 安 全 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る と 、 オ ペ ア ン プ （ ８ １ ） が 故 障 し た り 、 サ イ
リ ス タ ー （ ８ ０ ） が 故 障 し た り 、 ま た は 局 所 的 に 発 熱 線 （ ２ ） が 折 り 重 な っ た り し た と き
は 、 発 熱 線 の 温 度 が 異 常 に 上 昇 す る た め 、 発 熱 線 （ ２ ） の 感 温 層 （ ２ ８ ） が 溶 け て 、 第 １
の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） も し く は 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） と 感 熱 線 （ ２ ９ ） が 短 絡 す る 。 こ う
な る と 、 差 込 プ ラ グ （ ８ ） － 第 １ の 発 熱 素 線 （ ２ ５ ） も し く は 第 ２ の 発 熱 素 線 （ ２ ７ ） －
感 熱 線 （ ２ ９ ） － 抵 抗 （ ９ ２ ） － 温 度 ヒ ュ ー ズ （ ９ １ ） － 差 込 プ ラ グ （ ８ ） の 回 路 の 電 流
が 流 れ 、 抵 抗 （ ９ ２ ） が 発 熱 し て 温 度 ヒ ュ ー ズ （ ９ １ ） を 溶 断 し 、 回 路 を 遮 断 す る 。 よ っ
て 電 気 毛 布 本 体 （ １ ） が 燃 焼 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 本 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 金 属 線 で な る 第 １ の 発 熱 素 線 と 第 ２ の 発 熱 素 線 お よ び 感
熱 線 を 有 す る 発 熱 線 を 、 本 体 に 配 線 し 、 本 体 の 一 端 に 本 体 プ ラ グ を 設 け 、 本 体 プ ラ グ に は
発 熱 素 線 用 ピ ン 一 対 と 感 熱 線 用 ピ ン 一 対 の 計 ４ 本 を 設 け 、 本 体 プ ラ グ 内 で は 前 記 一 対 の 発
熱 素 線 用 ピ ン が 外 側 に 、 前 記 一 対 の 感 熱 線 用 ピ ン が 内 側 に く る よ う に 配 置 し 、 そ の う ち 発
熱 素 線 用 ピ ン 一 対 ２ 本 と 、 感 熱 線 用 ピ ン 一 対 の 内 の １ 本 の 計 ３ 本 を 、 ３ 本 モ ー ル ド と し て
一 体 に 構 成 し 、 発 熱 線 の 一 端 の 第 １ の 発 熱 素 線 お よ び 第 ２ の 発 熱 素 線 を 前 記 発 熱 素 線 用 ピ
ン 一 対 ２ 本 と そ れ ぞ れ 接 続 し 、 発 熱 線 の 一 端 の 感 熱 線 は ３ 本 モ ー ル ド を 構 成 す る 感 熱 線 用
ピ ン に 接 続 し 、 発 熱 線 の 他 方 の 端 末 は 、 発 熱 素 線 接 続 部 で 第 １ の 発 熱 線 と 第 ２ の 発 熱 線 を
互 い に 電 気 的 に 接 続 し 、 感 熱 線 は 、 一 対 の 感 熱 線 用 ピ ン の 内 の 残 り の ピ ン と 接 続 し 、 前 記
発 熱 素 線 接 続 部 と 感 熱 線 用 ピ ン を １ 本 モ ー ル ド と し て 一 体 に 構 成 し 、 ３ 本 モ ー ル ド と １ 本
モ ー ル ド を 本 体 プ ラ グ 内 に 組 み 込 み 、 外 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 大 き く 、 内 側 ２ 芯 の 断 面 積 が 小
さ い ４ 芯 コ ー ド を 用 い 、 こ の ４ 芯 コ ー ド の 一 端 に ４ 極 コ ネ ク タ ー を 設 け 、 他 方 端 に は 温 度
調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ を 接 続 し 、 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ に は 差 込 プ ラ グ を 有 す る 電 源 コ ー
ド を 接 続 し 、 前 記 ４ 極 コ ネ ク タ ー を 本 体 プ ラ グ に 着 脱 自 在 に 構 成 し た 構 造 に な っ て い る こ
と に よ り 、 ４ 極 コ ネ ク タ ー 、 ４ 芯 コ ー ド を 含 む 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ 完 成 品 は 、 発 熱 素
線 １ 本 と 感 熱 線 １ 本 の 合 計 ２ 本 の 素 線 を 有 す る 発 熱 線 を 配 線 し た 本 体 と 共 用 し て 使 用 す る
こ と が 可 能 と な り 、 製 造 す る と き の コ ス ト ダ ウ ン 、 使 用 す る と き の 利 便 性 の 向 上 に つ な が
る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 ３ 本 モ ー ル ド の 溝 部 に １ 本 モ ー ル ド を は め あ わ せ る 構 造 を 採 用 し て い る た め 、 ３ 本
モ ー ル ド に 対 し て １ 本 モ ー ル ド の 組 み 合 わ す と き の 位 置 決 め が し っ か り 出 来 、 一 対 の 発 熱
素 線 ピ ン 、 一 対 の 感 熱 線 ピ ン の 位 置 決 め が し っ か り で き る た め 、 ４ 極 コ ネ ク タ ー の 本 体 プ
ラ グ へ の 着 脱 操 作 が ス ム ー ズ に 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 第 １ 及 び 第 の 発 熱 素 線 に 対 す る 電 流 を 逆 向 き と す る こ と に よ り 、 消 磁 と い う 付 加 的
効 果 を 期 待 で き る 。
更 に 、 発 熱 絶 縁 材 料 を 融 点 の 高 い ナ イ ロ ン と し 、 感 熱 層 を 融 点 の 低 い ナ イ ロ ン と し た 場 合
に は 、 同 質 の 素 材 に よ る 相 容 性 に よ り 、 発 熱 線 の 一 体 化 が 強 固 な も の と な り な が ら 、 上 述
の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 ま た 、 発 熱 絶 縁 材 料 に ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト を 用 い
る 場 合 に は 、 感 熱 層 と の 温 度 格 差 を 十 分 な も の と し て 、 種 々 の 原 因 に よ る 異 常 発 熱 時 に お
け る 感 熱 線 の 検 知 作 用 を 確 実 に 行 い 得 る 。 そ の 他 の 具 体 的 な 効 果 に つ い て は 、 本 発 明 の 実
施 の 態 様 の 項 及 び 実 施 例 の 項 に お い て 詳 述 し た 通 り で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 電 気 毛 布 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 本 体 プ ラ グ お よ び コ ネ ク タ ー 部 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 本 体 プ ラ グ 部 の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 本 体 プ ラ グ お よ び コ ネ ク タ ー 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 本 体 プ ラ グ 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 発 熱 線 構 造 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 、 他 の 実 施 例 の 発 熱 線 構 造 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の ３ 本 モ ー ル ド お よ び １ 本 モ ー ル ド の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 本 発 明 の １ 本 モ ー ル ド の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 本 発 明 の １ 本 モ ー ル ド の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の １ 本 モ ー ル ド 内 部 発 熱 線 端 末 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 、 他 の 実 施 例 の ３ 本 モ ー ル ド お よ び １ 本 モ ー ル ド 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ａ 】 本 発 明 の 、 他 の 実 施 例 の １ 本 モ ー ル ド 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 本 発 明 の 、 他 の 実 施 例 の １ 本 モ ー ル ド 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 、 他 の 実 施 例 の 一 本 モ ー ル ド 内 部 発 熱 線 端 末 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 一 の 従 来 例 の 本 体 プ ラ グ お よ び コ ネ ク タ ー 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 一 の 従 来 例 の ２ 本 モ ー ル ド 部 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 一 の 従 来 例 の 発 熱 線 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 二 の 従 来 例 の 本 体 プ ラ グ お よ び コ ネ ク タ ー 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 二 の 従 来 例 の ３ 本 モ ー ル ド 部 構 造 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 本 体
２ 　 発 熱 線
３ 　 本 体 プ ラ グ
４ 　 ４ 極 コ ネ ク タ ー
５ 　 ４ 芯 コ ー ド
６ 　 温 度 調 節 用 コ ン ト ロ ー ラ
７ 　 電 源 コ ー ド
８ 　 差 込 プ ラ グ
２ ５ 　 第 １ の 発 熱 素 線
２ ６ 　 発 熱 線 間 絶 縁 材 料
２ ７ 　 第 ２ の 発 熱 素 線
２ ８ 　 感 熱 層
２ ９ 　 感 熱 線
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４ ２ 　 発 熱 素 線 ピ ン
４ ３ 　 発 熱 素 線 ピ ン
４ ４ 　 感 熱 線 ピ ン
４ ９ 　 ３ 本 モ ー ル ド
５ ０ 　 発 熱 素 線 接 続 部
５ ２ 　 感 熱 線 ピ ン
５ ４ 　 １ 本 モ ー ル ド

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(12) JP 2004-228052 A 2004.8.12



【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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